
－ 1 － 
 

令和４年２月 18 日   
気 象 庁 大 気 海 洋 部   

 

配信資料に関する技術情報第 579号 

～ 高潮ガイダンス格子点値の一部格子点の取り扱い変更について ～ 
（配信資料に関する仕様 No30701 関連） 

 
概要 

気象庁では、高潮ガイダンス格子点値について、一部格子点の取り扱い（格子

点における値の有無）の変更を行います。これに伴い、標記関連仕様のフォーマ

ット表を更新します。 
 
１ 実施日時 

令和 4 年 3 月 24 日 03UTC 初期値の資料より変更します。 
（※予備日 令和 4 年 3 月 29 日 03UTC 初期値の資料より） 
なお、サンプルデータについては、（一財）気象業務支援センターを通じて提供

します。 
 

２ 気象情報の変更内容等 
広島県広島市における気象警報等の発表区域の変更に伴い、従来「値無し」と

していた 1 格子点について、取り扱いを「値有り」に変更し、予測潮位を格納し

ます。取り扱いを変更する格子点の位置は、下図のとおりです。 

 
図：格子点の分布。（赤い四角が今回追加する格子点。） 

 
３ 気象情報の仕様 

本変更に伴い、標記関連仕様の別紙２－２「GRIB2 通報式による高潮ガイダン

ス格子点値データフォーマット」を更新します。変更点は、別添の新旧表をご参

照下さい。 
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別添 

 
GRIB2 通報式による高潮ガイダンス格子点値データフォーマット新旧表 

 
（旧） 

 
 
（新） 

 
 
 変更となるのは、第 5 節の 6～9 オクテット（全資料点の数）のみです。（パラ

メータが、「21151」から「21152」に変更。） 
 これ以外の箇所の変更はありません。 

節番号 節の名称・
該当テンプレート

オクテット 内容 表 値 備考

第５節 資料表現節 １～４ 節の長さ 21
５ 節番号 5

６～９ 全資料点の数 21151
１０～１１ 資料表現テンプレート番号 符号表５．０ 0 格子点資料－単純圧縮

ここからﾃﾝﾌﾟﾚｰﾄ5.0 １２～１５ 参照値（Ｒ）　（ＩＥＥＥ　３２ビット浮動小数点） R Ｒは可変
↓ １６～１７ 二進尺度因子（Ｅ） E Ｅは可変
↓ １８～１９ 十進尺度因子（Ｄ） D Ｄは可変
↓ ２０ 単純圧縮による各圧縮値のビット数 12

ここまでﾃﾝﾌﾟﾚｰﾄ5.0 ２１ 原資料場の値の種類 符号表５．１ 0 浮動小数点

（略）

（略）

節番号 節の名称・
該当テンプレート

オクテット 内容 表 値 備考

第５節 資料表現節 １～４ 節の長さ 21
５ 節番号 5

６～９ 全資料点の数 21152

１０～１１ 資料表現テンプレート番号 符号表５．０ 0 格子点資料－単純圧縮
ここからﾃﾝﾌﾟﾚｰﾄ5.0 １２～１５ 参照値（Ｒ）　（ＩＥＥＥ　３２ビット浮動小数点） R Ｒは可変

↓ １６～１７ 二進尺度因子（Ｅ） E Ｅは可変
↓ １８～１９ 十進尺度因子（Ｄ） D Ｄは可変
↓ ２０ 単純圧縮による各圧縮値のビット数 12

ここまでﾃﾝﾌﾟﾚｰﾄ5.0 ２１ 原資料場の値の種類 符号表５．１ 0 浮動小数点

（略）

（略）
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